
医薬品の新興国への展開 ポイント

〇 新興国市場の開拓
○ 国際競争力のある

医薬品産業の育成

□ 医薬品の自給能力向上
□ 安全対策の管理能力の向上
□ アジア等地域での医薬品の

供給網の確立

新興国における医薬品の自給力や安全対策の管理能力の向上等への支援と
日本の医薬品産業の展開のパッケージ化のイメージ図

産官学・医連携の
プラットフォーム

事業展開

産
官

学・医

〇日本の医薬品産業が新興国市場に展開するためには、新興国の医薬品の自給力の向上、
安全対策の管理能力の向上等への期待に応える相互互恵的なアプローチが重要。

○そのためには、日本の医薬品企業等がこうした考え方の下、新興国での事業に取組む場
合、日本の政府、学会、医療者等が必要な支援を適切な形で行うパッケージ化の枠組み
の検討が必要。例えば、産官学・医連携のプラットフォームの構築。
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産官学・医連携プラットフォームに係る全体イメージ図

医薬品企業等
産官学・医連携のプラットフォーム

新興国における医薬品の自給力や
安全対策の管理能力の向上等への支援

参加
医療／学術（学会等）
／政府／ＰＭＤＡ 等

連携

ｚ日本の国際的な医療拠点との連携新興国

個別企業による
調査・製造・販売・流通等

複数企業による共同での
調査・製造・販売・流通等

新会社設立、
共同プラントの設立等

具体的な事業

新興国

新興国に拠点を設置等

連
携
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